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今回のテーマは，『思考力と表現力を身に付ける方法。』です。
先生方から「思考力や表現力の研究をしているが，成果が現れない。」という声を聴きました。

思考力や表現力を効果的に育てるためには，先生方が「思考力や表現力」と「指導の手立て」を

理解する必要があります。今回は，この課題を解決していきます。

思考力・表現力を育てるポイントについて「Ｑ＆Ａ形式で説明します。」

思考力・表現力とはどのような能力なのか明確にする必要があります。
思考力と表現力は互いに補完し合う関係にあります。

ポイント１ 「考えることを楽しめるようにすることが大切です。」
Ｑ１ 思考力とは，どのような能力ですか。

Ａ１ 論理的・統合的・発展的に考える力です。

① 論理的に考えるとは，帰納的，類推的，演繹的に考えることです。

② 統合的に考えるとは，関連付ける，既習の事柄と結び付けて考えることです。

知識・技能を組み合わせる，帰納的・類推的・演繹的推論を組み合わせて考える力です。

③ 発展的に考えるとは，適用範囲を広げる，条件を変える，新たな視点から捉えることです。

Ｑ２ 帰納的，類推的，演繹的に考えるとは，どのようなことですか。

Ａ２① 類推的な考えとは，例えば，四角形の四つの角の大きさの和を考えるときに，三角形

の三つの角の大きさの和を求めた方法と同じように考えて，長方形や正方形の四つの角

の大きさの和が360ﾟであるから一般の四角形も360ﾟであろうという考え方です。

② 帰納的な考えとは，実際にいろいろな四角形をかいて四つの角の大きさの和を調べて

360ﾟであることを見いだすという考え方です。

③ 演繹的な考えとは，三角形の三つの角の大きさの和が180ﾟであることを基に，四角

形が三角形２つに分割されることから180ﾟの２倍であるという考え方である。

Ｑ３ 「考えてみよう」という指示をしても，考えられないときにはどうすればいいですか。

Ａ３ 考えるために使う既習の知識・技能を示す必要があります。単元の前に復習したり，掲

示したり，何についてどう考えるかを確認することで考えられるようになります。

ポイント２ 「表現するのを楽しめるようにすることが大切です。」
Ｑ４ 表現力とは，どのような能力ですか。

Ａ４ 知識・技能を組み合わせて説明する能力です。

Ｑ５ 自分の考えを表現する力を育成するためには，どのようにすればいいですか。

Ａ５ 言葉，数，式，図，表，グラフを用いて考えたり，説明したり，伝え合ったりします。

言語活動を授業の中に積極的に取り入れてください。

根拠を示して，筋道を立てることも大切です。

Ｑ６ 説明文の書き方を指導しても，成果が現れません。どう指導すればよいですか。

Ａ６ 説明文の指導内容が，計算の手順や方法の書き方になっていませんか?

問題から答えを求める説明文を書くときは，場面と結び付けてどう解決していくか言葉

と式を使って３段構成で表します。説明や理由を書くときは，「～なので」等を使います。

１段目は，なぜ，その式を使うかを書きます。

２段目は，なぜ，その数を使うかなどを書きます。

３段目は，式と計算の結果，まとめ，答えを書きます。

説明文の見本を教師が用意することが大切です。

Ｑ７ 思考力・表現力を育てる話合いのポイントを教えてください。

Ａ７ 「もっとよくしよう。」という見方で，解答の質を高めていくために話し合います。

具体的な指導としては，下記の２つになります。

① 異なる解答や異なる解決方法と比較検討して，統合的な思考力を育てます。

帰納的・類推的・演繹的に推論したことを組み合わます。

② 同じ解決方法の異なる表現を比較検討して，わかりやすく伝える表現力を育てます。

例えば，「同じ方法なのに○○さんの説明がわかりやすい。」


